
 

平成２３年度海洋水産資源開発事業成果報告会プログラム 

～漁船漁業の新たなビジネスモデルの構築に向けて～ 

 

日時：平成 24年 2月 13 日（月） 14:00～18:00 

場所：ルポール麹町（麹町会館２階「サファイヤ」） 

 

                                        

1 開催挨拶               （水産総合研究センター理事長  松里壽彦）    14:00-14:05 

 

2 成果報告会 

(1) 開発調査センターの活動概要       （開発調査センター所長 井上清和）    14:05-14:15 

(2) 成果報告等 

     ☆ さんま棒受網漁業における公海漁場の開発                                14:15-14:35 

             （開発調査センター底魚・頭足類開発調査グループ 越智洋介） 

   ☆ 沖合底びき網漁業における資源管理型漁具の開発                          14:35-14:55 

         （開発調査センター底魚・頭足類開発調査グループ 貞安一廣）  

     ☆ 大中型まき網漁業の単船化                                              14:55-15:15 

             （開発調査センター浮魚類開発調査グループ    伏島一平） 

～休憩～                             <15:15-15:25> 

                      ☆ 三陸におけるカタクチイワシ活餌の供給                                  15:25-15-45 

             （開発調査センター浮魚類開発調査グループ       木村拓人） 

     ☆ 次世代型近海はえなわ漁業の実証調査                                    15:45-16:05 

         （開発調査センター資源管理開発調査グループ     鶴 専太郎） 

     ☆タチウオひき縄漁業における収益性の改善                               16:05-16:25 

         （開発調査センター資源管理開発調査グループ    黒坂浩平） 

 

     <開発調査に期待すること>（敬称略） 

    全国近海かつおまぐろ漁業協会 専務理事                  納富善裕     16:25-16:30 

株式会社福島漁業 専務                                  福島全良     16:30-16:35 

徳島県立農林水産総合技術支援センター水産研究所 次長    上田幸男     16:35-16:40 

    水産庁漁業調整課 総括課長補佐                          藤田仁司     16:40-16:45 

 

3  質疑応答                                                                16:45-16:55 

 

4 挨拶                      （理事<開発調査担当>  長尾一彦）    16:55-17:00 

 

～３階へ会場移動～ 

 

5 調査に係る製品試食会（３Ｆ アメジスト）                                    17:05-18:00 

   ～メニュー～（別紙をご参照下さい） 

   （食材は北太平洋公海のサンマ，豊後水道周辺のタチウオ，カマガリ， 

地球環境に優しいメバチ，熱帯太平洋のカツオ，船上凍結スルメイカ） 


